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訓練名 日時 対象地域・会場 災害想定 主な訓練種目 

津波避難訓練 11 月 2 日（木） 

津波避難エリアⅠ・Ⅱ

内およびその周辺の津

波避難施設・場所 

津波 
広報訓練 

避難訓練 

 

各地区 

総合防災訓練 
日時 会場 災害想定 主な訓練種目 

青葉区 11 月 18 日（土） 国見小学校 地震 

避難訓練 

避難所開設 

運営訓練 

各種体験訓練 

宮城総合支所 9 月 9 日（土） 上愛子小学校 土砂災害 

宮城野区 10 月 1 日（日） 中野栄小学校 地震・津波 

若林区 11 月 11 日（土） 荒井小学校 地震・津波 

太白区 8 月 26 日（土） 柳生中学校 地震 

泉区 9 月 23 日（土） 寺岡中学校 地震 

 

が、各地域の訓練等に参加し、地域と連携した防災活動に、より取り組みやすくな

るように地域での顔合わせやご紹介の機会など、活動初期におけるきっかけの提供

等について、特段のご高配をよろしくお願いいたします。 

へ送付する「仙台市地域防災リーダー（ＳＢＬ）名簿」でご確認いただけます。これらの新たに認定されたＳＢＬ

11 月にＳＢＬ新規養成講習会を行い、各区連合町内会長協議会の推薦を受けた方

や一般公募の方が受講し、新たに９７名のＳＢＬが誕生しました。 

 講義中は熱心に聞き入る姿やメモを取る姿が印象的でした。また、グループワー

クでは地域の課題について、他の受講者とお互い積極的に意見交換し、解決方法を

模索するなど非常に熱のこもった講習会となりました。 

 ２日間に及ぶ専門家からの講義やグループワーク、実技訓練により、防災・減災

の知識、技術を身に着けた方々が今後皆さんの地域で活躍されます。 

 新たに認定された方々の連絡先等については、各連合町内会長や町内会長の皆様

 

 各地区の総合防災訓練

にご協力いただいた皆

様ありがとうございま

した。 

コロナ禍で数年間未実

施だったにもかかわら

ず、各訓練会場ではコ

ロナ禍以前と同様にス

ムーズな運営が印象的

でした。ＳＢＬの皆様

の力を垣間見た思いで

す。 

今後も、地域防災力向

上の為、訓練の企画・運

営等よろしくお願いい

たします。 



 

9 月 7 日から 11 月 30 日にかけて、各区の SBL と連合町内会長を対

象とした「SBL 各区バックアップ講習会」を開催しました。 

講師に「まちづくりアドバイザー・ファシ

リテーター遠藤智栄氏」を招き、「地域

防災 人と地域を支援するスキルとマイ

ンド」をテーマとし「地域防災の支援活

動」にポイントを置いた研修とワークシ

ョップを行いました。 

研修では、地域での防災活動に必要な、

リーダーのスキルやマインド等について

学び、参加した連合町内会長や SBL の方々は多くの気づきを

得た様子でした。 

ワークショップでは、４人のグループで、地域から防災講座の依

頼を受けた際にどのような準備・プログラム・事後サポート等が

必要かを、対象別（中学校・サロン会・マンション町内会）に話し

合いました。受講する対象者に応じて、準備やプログラム等を

変更する必要があることなど、具体的な理解を深めていました。 

 

平成 24 年度から消防局が運

用しているスマートフォンア

プリ「救命ナビ」を新たに

ウェブアプリとしてリニュ

ーアルしました。ウェブア

プリとなったことで、あら

かじめインストールしてい

なくてもインターネット検索

や二次元コードを読み取るこ

とですぐに
．．．

使用することができ

るようになりました。 

リニューアル前の「救命ナビ」は 

令和6年3月末で使用できなくなります。 

旧アプリを削除し、ウェブアプリのホー

ム画面追加をお願いします。 

【主な機能】 

・ 応急手当を映像と音声でナビゲート 

・ 市内の AED マップ 

・ 受診に迷った際の「＃7119」 

「＃8000」や救急受診ガイド 

・ 応急手当 WEB 講習へのリンクなど 

応急手当を学べる機能 

 

〒980-8671 仙台市青葉区国分町三丁目 7 番 1 号 仙台市役所本庁舎 2 階 仙台市危機管理局減災推進課 

TEL 022-214-3109(直通) FAX 022-214-8096  E メールアドレス : kks000130@city.sendai.jp 

掲載してほしい情報や活動などがありましたら、是非ご連絡ください！ 活動報告やご意見・ご相談もお待ちしております!! 

日時 対象区【会場】 

 9 月 7 日(木) 
青葉区 

【旭ケ丘市民センター】 

 9 月 12 日(火) 
泉区 

【泉区役所】 

 9 月20 日(水) 
太白区 

【太白区中央市民センター】 

 11 月28 日(火) 
宮城野区 

【宮城野区役所】 

 11 月30 日(木) 
若林区 

【若林区役所】 

 

SBLの皆様が、活動中に「けが」などをされた場合は、
仙台市市民活動補償制度の適用をご確認ください。 

Q１ 対象者は？ 

A１ 仙台市民の方です 
（仙台市の住民基本台帳に記載されている方） 

Q２ 対象となる活動は？ 
（SBLに関係する主なものを抜粋） 

A２ 防災・防火訓練、防災意識の普及啓発、災害時におけ
るボランティア活動など 
（ただし、次の①～⑤の要件を全て満たしていることが

条件です） 

① 活動が計画的・継続的に行われていること 

② 無報酬で行っていること 
（交通費等の実費支給は無報酬とみなします） 

③ 広く公共の利益を目的とした自発的な活動である
こと 

（自己や特定の者のための活動、懇親や娯楽を目的と
した活動、営利を目的とした活動等は対象外） 

④ 仙台市内における活動であること 

⑤ 活動の目的が、特定の政治や宗教等にかかわるも
のではないこと 

Q３ 適用を受けるために必要なことは？ 

A３ 事故発生から 30 日以内にお住いの区の区役所・総
合支所へご連絡ください。また、事故報告書類の提出
が必要です。手続きや補償内容など、詳しくは、市ホ
ームページをご覧いただくか、お住まいの区の区役
所・総合支所へお問い合わせください。 

として 

★仙台市市民活動補償制度のご紹介★ 

集 後 記 
昨年５月に新型コロナウィルス感染症が５類感染症に移

行されましたが、その影響からかあるいは猛暑の影響か

らか、防災訓練や研修が秋季に集中しました。 

皆さんも訓練等の日程調整で大変ご苦労されたのではないでしょうか。将来、地球温暖化が進むと、春と秋の気候の良い

時季が無くなると聞いています。小学生のように水筒を持参するなど、訓練等の計画段階から熱中症対策を通年で考慮

する時代が来ているようです。本年が昨年以上の猛暑にならず、災害が起きぬよう願ってやみません。 

 


